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神奈川県立歴史博物館所蔵「阿部家資料」について

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

阿
部
正
弘
、
編
纂
、
資
料
群
、
史
料
批
判
、
博
物
館
資
料
論

【
要
旨
】

　

こ
れ
ま
で
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
阿
部
家
資
料
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
①
当
館
所
蔵
「
阿
部

家
資
料
」
以
外
の
阿
部
家
伝
来
品
の
所
蔵
・
保
管
先
に
つ
い
て
確
認
し
、
②
当
館

所
蔵
「
阿
部
家
資
料
」
の
全
資
料
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
③
他
機
関
が
所
蔵
・

保
管
す
る
阿
部
家
伝
来
品
と
の
関
係
性
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
個
々
の
資
料
の
来

歴
を
中
心
に
検
討
し
、
特
に
成
立
年
代
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
④

阿
部
正
弘
の
伝
記
と
し
て
、
ま
た
、
史
料
と
し
て
の
価
値
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
、
浜
野
省
吾
に
よ
り
編
ま
れ
た
『
懐
旧
紀
事
―
阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』（
明
治

三
二
年
刊
）
と
阿
部
家
伝
来
品
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
以
上
の
作
業
を
通

し
て
、
当
館
所
蔵
「
阿
部
家
資
料
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
私
論
を
述
べ
る
と
と

も
に
、
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
派
生
し
た
博
物
館
資
料
論
に
関
わ
る
課
題
に
つ
い
て

指
摘
し
た
。

は
じ
め
に

　
《
か
な
が
わ
の
文
化
と
歴
史
》
を
基
本
テ
ー
マ
と
す
る
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館

は
、
昭
和
四
二
年
に
人
文
分
野
と
自
然
分
野
を
併
せ
持
つ
総
合
博
物
館
と
し
て
開
館

し
た
前
身
の
神
奈
川
県
立
博
物
館
時
代
以
来
、
か
な
が
わ
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
日

本
史
上
に
お
い
て
も
近
代
の
始
ま
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
開
国
期
に
関
す
る
資
料
を

収
集
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
近
代
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を
な
す
資
料
群
に
「
阿

部
家
資
料
」
と
称
す
る
一
群
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
嘉
永
六
・
七
年
の
二
度
に
わ

た
る
ペ
リ
ー
来
航
当
時
、
老
中
首
座
に
あ
っ
た
阿
部
正
弘
の
家
に
伝
わ
っ
た
資
料
の

一
部
で
あ
る
。

　

の
ち
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
「
阿
部
家
資
料
」
に
含
ま
れ
る
「
別

段
風
説
書
」
を
始
め
と
す
る
一
部
の
資
料
は
、
当
館
の
総
合
テ
ー
マ
展
示
（
常
設
展

示
）
の
ほ
か
、
ペ
リ
ー
来
航
を
テ
ー
マ
と
す
る
他
機
関
に
お
け
る
特
別
展
・
企
画
展

な
ど
で
も
紹
介
・
活
用
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
全
貌
に
つ
い
て
は
、
当
館
で
平

成
九
年
に
開
催
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
「
嘉
永
の
嵐
―
―
阿
部
家
資
料
」
に
お
い

て
、
全
資
料
を
展
示
・
紹
介
し
た
の
が
唯
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
展
示
で
は
、
全
資
料

を
紹
介
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
資
料
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
・

考
察
を
加
え
た
う
え
で
お
こ
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
資
料
群
と
し

て
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
「
阿
部
家

資
料
」
の
各
資
料
を
対
象
と
し
た
学
術
利
用
に
お
い
て
も
、「
別
段
風
説
書
」
に
集

中
し
て
お
り（

（
（

、「
別
段
風
説
書
」
以
外
に
つ
い
て
は
、
三
点
の
資
料
紹
介
が
あ
る（

（
（

の

み
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
下
の
作
業
を
通
し
て
、
現
段
階
に
お
け
る
「
阿
部
家
資
料
」

の
位
置
づ
け
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
①
当
館
所
蔵
「
阿
部
家
資
料
」

以
外
の
阿
部
家
伝
来
品
の
所
蔵
・
保
管
先
に
つ
い
て
確
認
し
、
②
当
館
所
蔵
「
阿
部
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家
資
料
」
の
全
資
料
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
③
他
機
関
が
所
蔵
・
保
管
す
る
阿
部

家
伝
来
品
と
の
関
係
性
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
個
々
の
資
料
の
来
歴
を
中
心
に
検
討

し
、
特
に
成
立
年
代
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
さ
ら
に
、
④
阿
部
正
弘
の
伝
記
と

し
て
、
ま
た
、
歴
史
研
究
に
お
け
る
史
料
と
し
て
の
価
値
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
、

浜
野
省
吾
に
よ
り
編
ま
れ
た
『
懐
旧
紀
事
―
阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』（
明
治
三
二
年
刊
）

と
阿
部
家
伝
来
品
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
以
上
の
作
業
を
通
し
て
、
当
館
所

蔵
「
阿
部
家
資
料
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
私
論
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、
最
後
に
こ
の
作
業
を
通
じ
て
派
生
し
た
博
物
館
資
料
論
に
関
わ
る
問
題
に

つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

一　

阿
部
家
伝
来
品
の
所
蔵
・
保
管
状
況

　

備
後
福
山
藩
は
、
関
ヶ
原
の
戦
以
降
、
水
野
勝
成
の
入
府
に
よ
り
は
じ
ま
り
、
一

時
天
領
と
な
る
が
、
松
平
忠
雅
の
跡
を
受
け
、
宝
永
七
年
か
ら
廃
藩
置
県
に
至
る
ま

で
の
一
六
一
年
間
を
十
代
に
わ
た
り
阿
部
家
が
治
め
て
い
た
。

　

当
館
の
「
阿
部
家
資
料
」
を
含
め
阿
部
家
に
伝
来
し
た
品
々
は
、
現
在
の
東
京
都

文
京
区
西
片
の
福
山
藩
中
屋
敷
（
圓
山
屋
敷
）
が
あ
っ
た
場
所
で
子
孫
に
よ
り
大
切

に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
歴
代
藩
主
が
、
幕
府
の
要
職
に
就
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

多
く
の
伝
来
品
は
江
戸
に
あ
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
遺
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る（

3
（

。

現
在
で
は
、
福
山
市
（
歴
史
資
料
室
）、
福
山
城
博
物
館
、
福
山
誠
之
館
同
窓
会
、

北
海
道
立
文
書
館
、
文
京
区
ふ
る
さ
と
歴
史
館
、
鎌
倉
国
宝
館
、
神
奈
川
県
立
歴
史

博
物
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

も
と
も
と
東
京
に
あ
っ
た
阿
部
家
伝
来
品
の
多
く
は
、
福
山
市
へ
寄
贈
さ
れ
て
お

り
、
当
初
寄
託
資
料
と
し
て
受
け
入
れ
た
時
点
で
作
成
さ
れ
た
目
録（

（
（

に
よ
れ
ば
、
東

京
に
遺
さ
れ
た
伝
来
品
の
う
ち
、
福
山
藩
関
係
に
限
っ
た
九
〇
三
件
が
福
山
へ
移
さ

れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
後
寄
贈
さ
れ
た
の
ち
整
理
が
進
め
ら
れ
、
平
成
二
三
年
か
ら
は
資

料
集
と
し
て
『
東
京
阿
部
家
資
料
』
が
発
行
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

ま
た
、
福
山
市
内
に
は
、
福
山
市
が
設
置
し
た
福
山
城
博
物
館
に
お
い
て
、
伝
来

品
の
う
ち
、
武
具
甲
冑
や
阿
部
正
弘
に
よ
る
扁
額
な
ど
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
と
も

に
、
藩
校
誠
之
館
を
起
源
と
す
る
広
島
県
立
誠
之
館
高
等
学
校
の
同
窓
会
組
織
で
あ

る
福
山
誠
之
館
同
窓
会
に
は
、
同
窓
会
創
設
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
阿
部
正
弘
の

肖
像
画
と
し
て
著
名
な
、
二
世
五
姓
田
芳
柳
に
よ
る
油
彩
画
を
は
じ
め
、
阿
部
正
弘

直
筆
の
書
な
ど
が
、
阿
部
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
て
い
る（

7
（

。

　

福
山
市
以
外
で
は
、
廃
藩
置
県
以
後
、
伯
爵
家
と
し
て
圓
山
屋
敷
で
生
活
を
し
て

い
た
阿
部
家
に
関
わ
る
資
料
が
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
、
阿
部
家
伝
来
の
ひ
な
人

形
や
調
度
品
な
ど
の
工
芸
品
は
、
鎌
倉
国
宝
館
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
老
中

在
任
中
蝦
夷
地
問
題
に
関
係
し
た
正
精
と
正
弘
時
代
の
蝦
夷
地
関
係
資
料
が
北
海
道

立
文
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
収
蔵
品
は
文
書
史
料
と
地
図
史
料
に
大
別
さ
れ
る

が
、
と
く
に
地
図
史
料
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
蝦
夷
地
周
辺
を
稠
密
に
描
い
た
良
質

な
史
料
で
あ
る（

8
（

。
そ
し
て
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
そ
の
前
身
の
神
奈
川

県
立
博
物
館
時
代
の
昭
和
五
一
年
か
ら
五
九
年
に
か
け
て
、
江
戸
湾
防
備
や
開
国
期

に
関
わ
る
資
料
を
中
心
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
、
阿
部
家
伝
来
品
の
保
管
先
の
大
略
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
阿
部
家
に
あ
っ
た
伝
来
品
が
分
散
し
て
保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
第
一
六
代
ご
当
主
で
あ
っ
た
阿
部
正
道
氏
の
ご
意
向
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
正
道
氏
の
父
君
・
正
直
氏
の
時
に
、
福
山
誠
之
館
同
窓
会
へ
伝
来
品
の
移
譲
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
、
阿
部
正
道
氏
の
代
の
こ
と
で
あ
り
、
福
山
市

へ
当
初
九
〇
三
件
の
伝
来
品
が
寄
託
さ
れ
た
際
も
、「
福
山
関
係
以
外
の
文
書
は
寄

託
さ
れ
な
か
っ
た
」（

（
（

り
、
蝦
夷
地
す
な
わ
ち
北
方
関
係
に
関
わ
る
資
料
群
は
、
北
海

道
立
文
書
館
へ
、
開
国
期
を
主
要
展
示
と
位
置
づ
け
る
神
奈
川
県
立
博
物
館
へ
は
、

開
国
関
係
資
料（

（1
（

を
、
と
い
う
よ
う
に
、
保
管
先
と
ゆ
か
り
の
あ
る
内
容
を
持
つ
資
料
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を
、
意
図
的
に
移
譲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

二　

阿
部
家
資
料
の
概
要

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
現
在
、
四
九
件
の
阿
部
家
伝
来
品
を
「
阿
部
家

資
料
」
と
し
て
保
管
し
て
い
る
。【
表
】
に
従
い
、
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
、
そ
の

内
容
も
含
め
確
認
し
て
お
き
た
い
。【
表
】
は
概
ね
成
立
年
代
順
に
、
ま
た
内
容
に

よ
る
ま
と
ま
り
を
考
慮
し
て
配
列
し
て
あ
る
。

　

【表】阿部家資料一覧

№ 目録番号 新資料番号 資料名称 作者・発給者・発行者・
撮影者 時代 和暦 員数 寸法

（タテ×ヨコ）cm
（ 7-A（（3（-（ CU0000（0（ 魯西亜紀略 斎藤正謙 江戸 天保8年 （ （7.0×（（.（
（ 7-A（（3（-8 CU0000（0（ 奉使日本紀行 青地林宗 江戸 弘化3年 （（ （3.7×（（.7
3 7-A（（3（-3 CU0000（0（ 夷匪犯境録 江戸末期 （ （3.8×（7.（
（ 7-A（（3（-（ CU0000（0（ 英国侵犯事略並和解 穎川四郎・鄭幹捕 江戸末期 （ （（.（×（7.8
（ 7-A（（3（-（ CU0000（0（ 清英戦記 鈴木尚 江戸 嘉永（年 （ （3.8×（（.7
（ 7-A（（3（-7 CU0000（08 阿芙蓉集聞 江戸 弘化（年 （ （3.3×（（.7

7 7-A（（（3-（（-（ CU0000（（（ 亜米利加船並人物図　大船之方将
官（ヴィッドル） 江戸 （ （0.（×（7.8

8 CU000（80（ 亜米利加船並人物図　小船之方将
官 江戸 （ （0.（×（7.（

（ CU000（80（ 亜米利加船並人物図　士官 江戸 （ （0.（×（7.（
（0 CU000（803 亜米利加船並人物図　部屋守 江戸 （ （0.（×（7.（
（（ CU000（80（ 亜米利加船並人物図　兵卒 江戸 （ （0.（×（7.（
（（ 7-A（（（3-（（-（ CU0000（（3 亜米利加船並人物図　水夫 江戸 （ （0.（×（7.7

（3 7-A（（（3-（（-3 CU0000（（（ 亜米利加船並人物図　北亜墨利加
之内バチトン船　コロンバス号 江戸 （ （3.（×78.（

（（ 7-A（（（3-（（-（ CU0000（（（ 亜米利加船並人物図　北亜米利加
之内バチトン船　ヴィンセンス号 江戸 （ （（.（×（8.3

（（ CU000（80（ 亜米利加船並人物図　大筒 江戸 （ （（.（×（8.3
（（ CU000（80（ 亜米利加船並人物図　小筒 江戸 （ （0.（×（7.（
（7 CU000（807 亜米利加船並人物図　竈 江戸 （ （0.（×（7.（
（8 7-A（（（3-（ CU0000（07 洋外紀略 安積重信 江戸 嘉永（年 3 （3.（×（（.（
（（ 7-A（（7（ CU000（77（ 海防私策 羽倉簡堂 江戸 嘉永（年 （ （（.（×（（.（
（0 7-A（（（3-（（ CU0000（（（ 英船浦賀来泊一件 江戸 嘉永（年 （ （（.3×（7.3
（（ 7-A（（（0 CU0000（30 近海見分之図 江戸 （嘉永（年ヵ） （ （（.（×（（.0
（（ 7-A（（（3-7 CU0000（（7 浦賀台場図 江戸 （ （0.（×（7.8
（3 7-A（（（3-（-（ CU0000（（0 嘉永三年　別段風説書 司天台訳 江戸 嘉永3年 （ （（.3×（7.0
（（ 7-A（（（3-（-（ CU0000（（（ 嘉永四年　別段風説書 崎陽訳 江戸 嘉永（年 （ （（.3×（7.（
（（ 7-A（（（3-（-（ CU0000（（（ 嘉永五年　別段風説書 司天台訳 江戸 嘉永（年 （ （（.0×（（.8

（（ 7-A（（（3-（-（ CU0000（（3 咬留巴都督職之者筆記和解・甲必
丹差出候封書和解 西吉兵衛・森山栄之助訳 江戸 嘉永（年 （ （（.（×（7.0

（7 7-A（（（3-（-3 CU0000（（（ 和蘭領東印度総督某贈長崎鎮台書
簡和解・和蘭甲必丹答書和解 江戸 嘉永（年 （ （（.（×（7.0

（8 7-A（（（3-（-（ CU0000（（（ 安政四年　別段風説書 手塚律蔵他訳 江戸 安政（年 （ （7.（×（（.（
（（ 7-A（（（3-（-7 CU0000（（（ 別段風説添書 手塚律蔵他訳 江戸 安政（年 （ （7.3×（0.3
30 CU00（（（（（ 安政四年　別段風説書 手塚律蔵他訳 江戸 安政（年 （ （7.（×（（.（
3（ CU00（（（（3 別段風説添書 手塚律蔵他訳 江戸 安政（年 （ （7.3×（0.3
3（ 7-A（（（3-（ CU0000（03 日本風俗備考 杉田成卿 江戸 天保（年 （（ （（.（×（8.0

33 7-A（（7（ CU000（778 馬蹄鉄進上　図面付 ペルス・ライケン 江戸 （ （7.8×3（.（、
（7.8×（0.0

3（ 7-A（（73 CU000（77（ 五稜堡縮図　本形二百分一 江戸 （ （（.（×（（（.（
3（ 7-A（（7（ CU000（780 銃眼熕座熕床等図　本形五十分一 江戸 （ （8.0×（3（.0
3（ 7-A（（（3-（（ CU0000（（（ 亜米利加船来舶図 江戸 （ （（.（×（（3.3
37 7-A（（（3-（（ CU0000（（8 癸丑六月亜船渡来一件 江戸 嘉永 （ （（.（×（7.（
38 7-A（（（3-（0 CU0000（（7 諸家上書写 江戸 嘉永（年 （ （3.（×（0.（
3（ 7-A（（70 CU000（77（ 海防不行届之件 江戸 （ （（.（×（（.（
（0 7-A（（（3-（8 CU0000（（8 下田之図 江戸 （ （（（.0×（（（.0
（（ 7-A（（（3-（（ CU0000（（（ 異国船対馬来航一件 江戸末期 （ （（.（×（（3.（
（（ 7-A（（（3-（（ CU0000（（（ 横浜来信 江戸 （ （（.（×33.7
（3 7-A（（7（ CU000（78（ 真政大意 加藤弘之 明治 （ （3.0×（（.0

（（ 7-A（（77 CU000（783 西国立志編 サミエル・スマイル著、
中村正直編訳 明治 （（ （（.0×（（.3

（（ 7-A（（（3-（（ CU0000（3（ 交易通史 明治 （ （（.（×（（.（
（（ 7-A（（（3-（（ CU0000（3（ 佐賀征討戦記 明治前期 （ （（.（×（（.3
（7 7-A（（（3-（0 CU0000（30 絵新聞日本地 明治 （ （（.（×（（.（
（8 7-A（（7（ CU000（78（ 文明論之概略 福沢諭吉 明治 （ （（.8×（（.（
（（ 7-A（（（3-（3 CU0000（（0 梅堂浅野長祚君行状 江戸末期 （ （（.（×（（.（

※「No.」は後掲の「図版編」の図番号に対応する。
※記載事項は、現在の登録データによる。
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ま
ず
、《
魯
西
亜
紀
略
》（
№
（
）
と
《
奉
使
日
本
紀
行
》（
№
（
）
と
は
、
い
ず

れ
も
ロ
シ
ア
に
関
す
る
内
容
を
持
ち
、
原
書
か
ら
の
写
し
で
あ
る
。
原
書
の
内
容
は
、

前
者
は
、
天
保
八
年
津
藩
の
朱
子
学
者
斎
藤
正
謙
（
拙
堂
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
ロ

シ
ア
の
地
誌
で
あ
り
、
後
者
は
、
ロ
シ
ア
海
軍
ク
ル
ー
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
が
一
八
〇

三
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
っ
た
世
界
周
遊
探
検
記
を
、
弘
化
三
年
に
青

地
林
宗
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
蔵
書
を
借
用
の
う
え
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
跡
は
、

い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
も
早
く
日
本
へ
通
商
を
求
め
来
航
し
た
ロ

シ
ア
に
関
す
る
文
献
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ロ
シ
ア
へ
の

関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。

　
《
夷
匪
犯
境
録
》（
№
3
）、《
英
国
侵
犯
事
略
並
和
解
》（
№
（
）、《
清
英
戦
記
》

（
№
（
）、《
阿
芙
蓉
集
聞
》（
№
（
）
の
四
件
は
、
い
ず
れ
も
ア
ヘ
ン
戦
争
に
関
す
る

原
書
か
ら
の
写
本
で
あ
る
。
前
件
同
様
、
い
ず
れ
も
筆
跡
は
同
じ
で
あ
る
。

　

ア
ヘ
ン
戦
争
直
後
、
中
国
の
敗
戦
に
揺
れ
る
日
本
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政

府
は
、
日
本
が
通
商
を
開
始
す
る
意
思
が
あ
る
か
否
か
を
確
認
さ
せ
る
べ
く
、
東
イ

ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ビ
ッ
ド
ル
を
派
遣
し
た
。
そ
の
ビ
ッ
ド
ル
を
始

め
と
し
た
人
物
や
旗
艦
コ
ロ
ン
バ
ス
号
と
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ス
号
の
全
景
並
び
に
、
船
内

に
あ
っ
た
大
砲
や
窯
な
ど
を
描
い
た
の
が
、
№
7
か
ら
№
（7
で
あ
る
。
薄
紙
に
彩
色

さ
れ
て
お
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
が
存
在
し
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
描
い
た
可
能
性
が

あ
る（

（（
（

。

　
《
洋
外
紀
略
》（
№
（8
）
並
び
に
、《
海
防
私
策
》（
№
（（
）
は
海
防
に
つ
い
て
論
じ

て
お
り
、《
英
船
浦
賀
来
泊
一
件
》（
№
（0
）
は
嘉
永
二
年
に
浦
賀
・
下
田
に
来
航
し

測
量
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
幕
府
を
刺
激
し
た
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
マ
リ
ナ
ー
号
来
航
事
件

の
経
過
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

№
（（
の
《
近
海
見
分
之
図
》
は
、
嘉
永
三
年
に
海
防
掛
を
兼
ね
て
い
た
勘
定
奉
行

石
河
政
平
な
ど
が
、
老
中
阿
部
正
弘
の
命
に
よ
り
相
州
、
豆
州
、
房
州
の
防
備
態
勢

を
巡
見
し
た
際
に
作
成
さ
れ
た
報
告
図
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
冊
子
で
あ
り
、
そ
の

《
近
海
見
分
之
図
》
と
の
関
係
は
定
か
で
は
な
い
が
、
浦
賀
周
辺
を
俯
瞰
し
て
描
い

た
《
浦
賀
台
場
図
》（
№
（（
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

№
（3
か
ら
№
3（
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
こ
れ
ま
で
の
《
風
説
書
》
と
と
も
に
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
提
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
嘉
永
三
年
か
ら
嘉
永
五
年
並
び
に
、
安
政
四

年
の
《
別
段
風
説
書
》、
お
よ
び
嘉
永
五
年
に
《
別
段
風
説
書
》
と
と
も
に
提
出
さ

れ
た
オ
ラ
ン
ダ
・
ジ
ャ
ワ
総
督
な
ど
か
ら
の
書
簡
を
含
む
、
開
国
を
勧
め
る
書
類
の

写
し
で
あ
る
。
嘉
永
三
年
か
ら
嘉
永
五
年
ま
で
の
《
別
段
風
説
書
》
お
よ
び
ジ
ャ
ワ

総
督
な
ど
か
ら
の
書
簡
類
の
筆
跡
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
写
本
と
同
一
で
あ
る
が
、

安
政
四
年
の
み
別
の
人
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
洋
書
類
を
翻
訳
し
た
も
の
の
写
し
に
、《
日

本
風
俗
備
考
》（
№
3（
）、《
馬
蹄
鉄
進
上　

図
面
付
》（
№
33
）、《
五
稜
堡
縮
図　

本

形
二
百
分
一
》（
№
3（
）、《
銃
眼
熕
座
熕
床
等
図　

本
形
五
十
分
一
》（
№
3（
）、
が

あ
る
。

　

正
弘
老
中
在
任
時
の
一
大
事
件
と
な
っ
た
ペ
リ
ー
来
航
に
関
す
る
資
料
と
し
て

は
、
ペ
リ
ー
第
一
回
来
航
時
の
状
況
を
描
い
た
《
亜
米
利
加
船
来
舶
図
》（
№
3（
）、

同
じ
く
嘉
永
六
年
に
浦
賀
に
来
航
し
た
際
の
ペ
リ
ー
艦
隊
の
動
静
を
綴
っ
た
《
癸
丑

六
月
亜
船
渡
来
一
件
》（
№
37
）、
嘉
永
七
年
に
久
里
浜
で
受
領
し
た
ア
メ
リ
カ
大
統

領
国
書
に
対
す
る
大
名
か
ら
の
意
見
の
一
部
を
ま
と
め
た
《
諸
家
上
書
写
》（
№
38
）、

ア
メ
リ
カ
と
条
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
対
す
る
責
任
を
と
り
、
老
中
辞
職
を
願
い
出

た
《
海
防
不
行
届
之
件
》（
№
3（
）
に
加
え
、
開
港
直
後
の
下
田
港
を
俯
瞰
的
に
描

い
た
《
下
田
之
図
》（
№
（0
）
が
あ
る
。

　

№
（（
か
ら
№
（8
ま
で
は
、
阿
部
正
弘
が
死
去
し
て
以
降
の
事
件
を
扱
っ
て
い
た
り
、

明
治
時
代
に
な
っ
て
か
ら
発
行
さ
れ
た
り
し
た
刊
本
で
あ
る
。

　
《
異
国
船
対
馬
来
航
一
件
》（
№
（（
）
は
、
文
久
元
年
の
ロ
シ
ア
軍
艦
に
よ
る
対
馬
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占
拠
事
件
に
つ
い
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、《
横
浜
来
信
》（
№
（（
）
は
、
関
門
海

峡
に
お
い
て
長
州
藩
が
攘
夷
目
的
で
外
国
船
を
砲
撃
し
た
下
関
事
件
に
関
し
て
横
浜

で
収
集
し
た
情
報
の
綴
り
で
あ
る
。

　
《
真
政
大
意
》（
№
（3
）
は
、
法
学
者
加
藤
弘
之
が
、
西
洋
文
明
の
中
核
は
議
会
制

度
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
が
著
し
た
自
助
論

（S
elf H

elp

）
を
中
村
直
正
が
明
治
四
年
に
編
訳
し
た
の
が
《
西
国
立
志
編
》（
№

（（
）
で
あ
る
。
西
洋
に
お
け
る
貿
易
の
変
遷
を
扱
っ
た
《
交
易
通
史
》（
№
（（
）、
佐

賀
の
乱
を
記
録
し
た
《
佐
賀
征
討
戦
記
》（
№
（（
）、
仮
名
垣
魯
文
、
河
鍋
曉
斎
ら
日

本
人
に
よ
っ
て
初
め
て
創
刊
さ
れ
た
漫
画
雑
誌
《
絵
新
聞
日
本
地
》（
№
（7
）
と
福

澤
諭
吉
《
文
明
論
之
概
略
》（
№
（8
）
も
、「
阿
部
家
資
料
」
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
内
容
的
に
分
類
が
困
難
で
あ
っ
た
資
料
に
、《
梅
堂
浅
野
長
祚
君
行
状
》

（
№
（（
）
が
あ
る
。
原
稿
用
紙
に
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
に
成
立
し

た
と
は
考
え
づ
ら
く
、
以
下
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

以
上
、
全
四
九
件
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
№
１
か
ら
№
（0
お
よ
び
№
（（
は
、

阿
部
正
弘
が
生
き
て
い
る
時
代
の
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
№
（（
か
ら
№
（8

ま
で
の
八
件
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
正
弘
の
死
後
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

三　

資
料
の
来
歴

　

次
に
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
①
筆
跡
と
、
②
資
料
に
付
さ
れ
た
朱
書
き
に
よ
る

分
類
記
号
、
③
資
料
に
押
さ
れ
た
印
判
に
注
目
し
、
個
々
の
資
料
の
来
歴
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
筆
跡
で
あ
る
。

　

絵
図
類
と
明
治
期
の
版
本
を
除
く
資
料
の
中
で
、《
魯
西
亜
紀
略
》、《
夷
匪
犯
境

録
》、《
英
国
侵
犯
事
略
並
和
解
》、《
阿
芙
蓉
集
聞
》、《
清
英
戦
記
》、
な
ら
び
に
嘉

永
三
年
か
ら
嘉
永
五
年
ま
で
の
《
別
段
風
説
書
》
と
嘉
永
五
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

《
別
段
風
説
書
》
と
嘉
永
五
年
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
提
出
さ
れ
た
《
嘉
永
五
年　

咬
𠺕

吧
都
督
職
之
者
筆
記
和
解
・
甲
必
丹
差
出
候
封
書
和
解
》
と
《
和
蘭
領
東
印
度
総
督

某
贈
長
崎
鎮
台
書
簡
和
解
・
和
蘭
甲
必
丹
答
書
和
解
》
の
筆
跡
は
、
他
の
写
本
と
較

べ
、
独
特
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
独
特
な

筆
跡
の
持
ち
主
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
村
直
城
に
よ
っ
て
、
福
山
藩
儒
石
川
和
助

（
関
藤
藤
陰
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

石
川
和
助
は
、
文
化
四
年
医
師
関
藤
政
信
の
四
男
と
し
て
備
中
国
吉
浜
（
現
在
の

岡
山
県
笠
岡
市
）
に
生
ま
れ
た
が
、
早
く
に
両
親
が
死
去
し
た
た
め
、
文
化
九
年
に

医
師
石
川
順
介
の
養
子
と
な
り
石
川
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
文
政

一
一
年
に
は
、
京
都
に
出
て
頼
山
陽
の
門
人
と
な
り
儒
学
を
学
ん
で
い
る
。
天
保
三

年
の
山
陽
臨
終
の
際
は
、
山
陽
が
手
が
け
て
い
た
『
日
本
政
記
』
の
原
稿
を
託
さ
れ

る
ほ
ど
、
厚
い
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
天
保
一
四
年
に
福
山
藩
儒
の
職
を
得
て
福
山
に
あ
っ
た
和
助
は
、
そ
の

年
に
福
山
藩
主
阿
部
正
弘
が
老
中
に
就
任
す
る
と
、
翌
弘
化
元
年
に
は
江
戸
へ
呼
ば

れ
、
正
弘
の
君
側
御
用
掛
（
側
用
人
）
と
な
る
。
ま
ず
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
当
時
隠

居
の
身
で
あ
っ
た
徳
川
斉
昭
を
幕
政
へ
復
帰
さ
せ
る
べ
く
周
旋
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
ペ
リ
ー
来
航
に
際
し
て
は
、
浦
賀
や
下
田
へ
直
接
赴
き
、
ペ
リ
ー
艦

隊
の
動
向
を
探
索
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
安
政
三
年
に
は
、
途
中
正
弘
の
死
去
に
と

も
な
い
途
上
帰
府
す
る
こ
と
に
な
る
蝦
夷
地
探
索
を
行
う
な
ど
、
阿
部
の
命
を
受
け

周
旋
や
情
報
収
集
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
従
事
し
た
人
物
で
あ
る（

（1
（

。

　

そ
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
石
川
和
助
が
、
海
防
、
対
外
政
策
に
関
す
る
文
献
や

《
別
段
風
説
書
》
の
よ
う
な
海
外
情
報
を
筆
写
す
る
こ
と
は
何
ら
不
自
然
な
こ
と
で

は
あ
る
ま
い
。「
阿
部
家
資
料
」
に
含
ま
れ
る
海
外
に
関
わ
る
文
献
や
情
報
書
は
、

正
弘
の
側
用
人
と
し
て
活
動
し
て
い
た
石
川
和
助
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
資
料
で
あ
る

と
確
定
し
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
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次
に
、
多
く
の
資
料
に
付
さ
れ
た
朱
書
き
に
よ
る
分
類
記
号
に
つ
い
て
、
検
討
し

て
お
き
た
い
。

　

た
と
え
ば
、
№
（3
か
ら
№
（7
ま
で
の
《
別
段
風
説
書
》
と
《
嘉
永
五
年　

咬
𠺕
吧

都
督
職
之
者
筆
記
和
解
・
甲
必
丹
差
出
候
封
書
和
解
》
並
び
に
《
和
蘭
領
東
印
度
総

督
某
贈
長
崎
鎮
台
書
簡
和
解
・
和
蘭
甲
必
丹
答
書
和
解
》
に
は
、「
百
十
五
」
と
い

う
共
通
の
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、《
別
段
風
説
書
》
の
う
ち
嘉
永
三
年
版
に
は
「
邊

（
へ
）」、
嘉
永
四
年
版
に
は
「
登
（
と
）」、
嘉
永
五
年
版
に
は
「
奴
（
ぬ
）」、《
和
蘭

領
東
印
度
総
督
某
贈
長
崎
鎮
台
書
簡
和
解
・
和
蘭
甲
必
丹
答
書
和
解
》
に
は
「
遠

（
を
）」
が
見
え
る
。「
い
ろ
は
」
が
付
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

嘉
永
元
年
か
ら
嘉
永
五
年
ま
で
の
《
別
段
風
説
書
》
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
本
を
長

崎
で
訳
し
た
「
崎
陽
訳
」
と
江
戸
の
浅
草
に
あ
っ
た
天
文
方
で
訳
し
た
「
司
天
台
訳
」

（「
江
戸
訳
」」
の
二
種
類
の
翻
訳
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、

嘉
永
元
年
か
ら
嘉
永
五
年
の
《
別
段
風
説
書
》
は
、
一
〇
点
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、

仮
に
、
嘉
永
元
年
の
崎
陽
訳
を
「
以
（
い
）」
と
し
て
、
い
ろ
は
を
振
る
と
、
次
の

よ
う
に
振
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
…
…
嘉
永
元
年　

別
段
風
説
書　

崎
陽
訳

ろ
…
…
嘉
永
元
年　

別
段
風
説
書　

司
天
台
訳

は
…
…
嘉
永
二
年　

別
段
風
説
書　

崎
陽
訳

に
…
…
嘉
永
二
年　

別
段
風
説
書　

司
天
台
訳

ほ
…
…
嘉
永
三
年　

別
段
風
説
書　

崎
陽
訳

へ
…
…
嘉
永
三
年　

別
段
風
説
書　

司
天
台
訳

と
…
…
嘉
永
四
年　

別
段
風
説
書　

崎
陽
訳

ち
…
…
嘉
永
四
年　

別
段
風
説
書　

司
天
台
訳

り
…
…
嘉
永
五
年　

別
段
風
説
書　

崎
陽
訳

ぬ
…
…
嘉
永
五
年　

別
段
風
説
書　

司
天
台
訳

す
な
わ
ち
、
現
在
確
認
で
き
る
嘉
永
三
年
の
司
天
台
訳
、
嘉
永
四
年
の
崎
陽
訳
、
嘉

永
五
年
の
司
天
台
訳
に
振
ら
れ
て
い
る
も
の
と
も
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
阿
部
家
に
は
、
現
在
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
す
る
「
阿
部
家
資

料
」
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
、
嘉
永
元
年
の
崎
陽
訳
と
司
天
台
訳
、
嘉
永
二
年
の
崎
陽

訳
と
司
天
台
訳
、
嘉
永
三
年
の
崎
陽
訳
、
嘉
永
四
年
の
司
天
台
訳
、
嘉
永
五
年
の
崎

陽
訳
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
流
れ
で
い
く

と
、
嘉
永
五
年
の
司
天
台
訳
が
「
奴
（
ぬ
）」
で
同
時
期
に
出
さ
れ
た
《
和
蘭
領
東

印
度
総
督
某
贈
長
崎
鎮
台
書
簡
和
解
・
和
蘭
甲
必
丹
答
書
和
解
》
が
「
遠
（
を
）」

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
と
と
も
に
提
出
さ
れ
た
《
嘉
永
五
年　

咬
𠺕
吧
都
督
職
之

者
筆
記
和
解
・
甲
必
丹
差
出
候
封
書
和
解
》
は
、
虫
損
に
よ
り
判
別
で
き
な
い
が
、

「
留
（
る
）」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
嘉
永
元
年
か
ら
嘉
永
五
年
ま
で

に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
提
供
さ
れ
た
一
〇
冊
の
《
別
段
風
説
書
》
と
ジ
ャ
ワ
総
督
か
ら
の

書
簡
類
二
冊
は
「
百
十
五
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ほ
か
の
資
料
に
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
明
確
な
分
類
を
示
す

も
の
は
存
在
し
な
い
。《
奉
使
日
本
紀
行
》（
№
２
）
に
は
「
ワ
ノ
一
」
と
朱
書
き
さ

れ
た
貼
り
紙
が
、《
癸
丑
六
月
亜
船
渡
来
一
件
》（
№
37
）
に
は
、「
別
百
三
」
と
見

え
る
が
、
他
に
連
続
す
る
よ
う
な
も
の
が
な
い
た
め
、
全
体
を
ど
の
よ
う
な
分
類
記

号
で
示
し
て
い
た
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
「
阿
部
家
資
料
」
だ

け
で
は
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
い
つ
整
理
さ
れ
た
と
き
に
付
さ
れ
た
か
と
い

う
こ
と
も
含
め
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
一
部
の
資
料
、
特
に
絵
画
資
料
に
捺
さ
れ
て
い
る
所
蔵
を
示
す
印
判
に

つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。「
阿
部
家
資
料
」
中
の
資
料
に
は
、「
福
山
文
庫
」
と
「
阿

部
氏
圓
山
書
庫
之
印
」
の
二
種
類
が
確
認
で
き
る
。
前
者
は
、《
亜
米
利
加
船
並
人
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物
図
》
の
各
図
、《
海
防
私
策
》、《
浦
賀
台
場
図
》、《
亜
米
利
加
船
来
泊
図
》
に
捺

さ
れ
て
お
り
、
後
者
の
印
は
、《
真
政
大
意
》
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
朱
印
に
見

え
る
「
圓
山
書
庫
」
と
は
当
然
旧
福
山
藩
中
屋
敷
、
す
な
わ
ち
圓
山
屋
敷
に
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
も
の
と
み
て
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
朱
印
が
江
戸
時

代
中
に
捺
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
整
理
の
過
程
で
捺

さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
る
が
、
分
類
記
号
同
様
、
い
つ
の
段
階
で
あ
る
か
は
判
然
と

し
な
い
。

四　
『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
の
編
纂
と
阿
部
家
伝
来
資
料

　

最
後
に
、
四
九
件
の
資
料
の
う
ち
、
罫
紙
を
使
用
し
て
い
る
《
海
防
不
行
届
之
件
》

と
原
稿
用
紙
に
写
さ
れ
た
《
梅
堂
浅
野
長
祚
君
行
状
》
に
注
目
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、《
海
防
不
行
届
之
件
》
で
あ
る
が
、「
圓
山
阿
部
」
の
罫
紙
に
、

嘉
永
七
年
寅
年
四
月
十
日

　

極
密
も
の

　
　

海
防
御
備
充
実
ニ
相
成
不
申
御
掛
り

　
　

之
場
所
ニ
テ
恐
入
思
召
御
登　

城
不
被　

遊

　
　

候
処
和
泉
守
様
よ
り
被
召
呼
罷
出
候
一
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
控

と
あ
る
。

　

嘉
永
七
年
三
月
三
日
に
ア
メ
リ
カ
と
の
間
に
幕
府
は
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
と
な

る
が
、
そ
の
責
任
を
取
っ
て
老
中
阿
部
正
弘
は
四
月
一
〇
日
に
、
登
城
せ
ず
辞
意
を

表
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、『
懐

旧
紀
事
』
を
編
む
た
め
に
、
関
係
す
る
記
録
類
を
薄
い
橙
色
で
「
圓
山
阿
部
」
と
印

刷
さ
れ
た
罫
紙
へ
写
し
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
阿
部
正
弘
の
伝
記
と
し
て

史
料
的
に
も
価
値
の
高
い
『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
の
「
引
用
書
目
」
欄

に
は
、
阿
部
の
側
近
で
あ
っ
た
関
藤
藤
陰
と
と
も
に
、「
斎
藤
貞
兵
衛
筆
記
」
と
の

記
載
が
み
え
る（

（1
（

。「
斎
藤
」
と
は
こ
の
斎
藤
貞
兵
衛
で
あ
ろ
う
。

　
『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
編
纂
の
た
め
の
記
録
を
写
し
取
る
た
め
に
使

わ
れ
た
「
圓
山
阿
部
」
の
罫
紙
に
書
か
れ
た
も
の
は
、「
阿
部
家
資
料
」
中
に
は
こ

の
一
件
し
か
な
い
。
し
か
し
、
福
山
市
が
所
蔵
す
る
「
東
京
阿
部
家
文
書
」
の
中
に
、

同
じ
罫
紙
を
使
っ
た
資
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
余
白
に
、
朱
で
「
写
真
石

版
ニ
テ
巻
首
ニ
入
ル
」
と
書
き
込
み
の
あ
る
資
料
【
写
真
】
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
浜

野
省
吾
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
の
編
纂
に
関
係

し
た
資
料
群
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
事
実
、『
懐
旧
紀
事　

阿
部

伊
勢
守
事
蹟
』
の
巻
頭
に
は
、
こ
の
「
写
真
石
版
ニ
テ
巻
首
ニ
入
ル
」
と
あ
る
資
料

に
書
き
写
さ
れ
た
阿
部
正
弘
の
書
簡
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

し
た
が
っ
て
、「
阿
部
家
資
料
」
中
の
《
海
防
不
行
届
之
件
》
も
、『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
を
編
纂
す
る
た
め
に
収
集
さ
れ
た
写
本
資
料
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。

　

一
方
、《
浅
野
長
祚
君
行
状
》
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

【写真】「懐旧紀事編纂資料」福山市歴史資料室蔵
左下部に「圓山阿部」と見える
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表
紙
に
、「
梅
堂
浅
野
長
祚
君
行
状　

甲
号
」
と
あ
り
、
付
記
す
る
か
の
よ
う
に
、

「
原
本
文
字
誤
謬
多
シ
／
其
侭
ヲ
謄
写
セ
シ
ム
」
と
あ
り
、
別
本
を
書
き
写
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
別
本
も
「
誤
謬
」
が
多
い
こ
と
か
ら
、
原
本
で
は
な
く
、

写
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
誤
謬
の
多
い
写
本
を
再
度
原
稿
用
紙
に
写
し

直
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
中
、
嘉
永
五
年
壬
子
の
条
の
閏
二
月
十
日
の

記
事
に
、
当
時
浦
賀
奉
行
で
あ
っ
た
浅
野
長
祚
を
京
都
町
奉
行
へ
転
任
さ
せ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
続
け
て
「
蓋
近
来
異
国
船
縷
渡
来
ス
ル
ヲ
以
テ
或
ハ
朝

廷
幕
府
ノ
間
事
情
通
セ
ス
齟
齬
睽
離
ノ
生
セ
ン
ヿ
ヲ
恐
レ
長
祚
ヲ
選
テ
京
都
ニ
遣
ハ

シ
其
間
ニ
周
旋
ス
ル
所
ア
ラ
シ
メ
ン
カ
為
メ
ナ
リ
」
と
叙
述
し（

（1
（

、
そ
の
典
拠
と
し
て
、

参
照浅

野
長
祚
行
状
ニ
曰
ク
当
時
浦
賀
ノ
守
備
甚
薄
弱
ニ
シ
テ
巨
砲
ノ
弾
丸
僅
ニ

十
六
合
薬
之
ニ
称
フ
又
銭
糧
ノ
貯
蓄
ナ
シ
異
船
来
ル
毎
ニ
其
費
用
悉
ク
土
地

ノ
商
売
ニ
借
ル
長
祚
之
ヲ
憂
ヘ
テ
縷
請
フ
勘
定
奉
行
ト
論
弁
シ
漸
ク
御
囲
米

御
備
金
出
来
シ
弾
薬
モ
亦
請
フ
所
ノ
如
ク
年
々
隊
吏
ノ
演
武
ニ
用
ル
外
別
ニ

儲
蓄
ノ
資
ア
ル
ニ
至
レ
リ
職
ニ
在
ル
ヿ
六
年
、
嘉
永
五
年
壬
子
閏
二
月
転
任

ヲ
命
セ
ラ
ル（

（1
（

、

と
、《
浅
野
長
祚
君
行
状
》
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
阿
部
家
資
料
に
含
ま
れ

る
こ
の
資
料
は
、『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
の
原
稿
で
あ
る
こ
と
を
端
的

に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
お
け
る
原
稿
用
紙
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
に
お
い

て
も
、
頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
や
塙
保
己
一
の
『
群
書
類
従
』
が
、
枡
目
を
も
つ

原
稿
用
紙
を
使
用
し
た
例
と
し
て
あ
る
が
、
原
稿
用
紙
の
使
用
が
一
般
に
普
及
す
る

の
は
明
治
時
代
中
期
で
あ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
資
料
が
江
戸
時
代

に
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
明
治
時
代
に
成
立
し
た
と
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
阿
部
家
資
料
に
含
ま
れ
る
罫
紙
あ
る
い
は
原
稿
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る

資
料
は
、『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
編
纂
の
た
め
に
、
明
治
時
代
に
原
本

か
ら
写
さ
れ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

お
わ
り
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
「
阿
部
家
資
料
」
に
つ
い
て
、
と
く
に
そ

の
来
歴
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
結
果
、「
阿
部
家
資
料
」
に
は
、
以

下
の
資
料
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

　

す
な
わ
ち
、
①
老
中
就
任
時
点
か
ら
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
対
外
問
題
に
関
す
る

文
献
や
海
外
情
報
書
を
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
福
山
藩
儒
者
で
、
側
用
人
と
し
て
阿

部
正
弘
の
命
に
よ
り
情
報
収
集
活
動
を
お
こ
な
っ
た
石
川
和
助
が
筆
写
に
よ
り
収
集

し
た
資
料
の
み
な
ら
ず
、
②
『
懐
旧
紀
事
』
編
纂
過
程
で
編
者
の
濱
野
省
吾
な
ど
に

よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
資
料
、
③
阿
部
家
に
仕
え
て
い
た
者
た
ち
が
所
持
し
て
お
り
、

『
懐
旧
紀
事
』
編
纂
時
に
提
供
さ
れ
た
資
料
、
そ
し
て
④
『
懐
旧
紀
事
』
の
原
稿
で

あ
る
。 

　

以
上
の
結
果
に
加
え
、
最
後
に
、
本
稿
で
お
こ
な
っ
た
作
業
を
通
し
て
派
生
し
た

課
題
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

　

ま
ず
、
今
回
検
討
の
対
象
と
し
た
「
阿
部
家
資
料
」
に
限
ら
ず
、
原
本
と
後
日
複

写
さ
れ
た
写
本
と
が
混
在
し
て
一
つ
の
資
料
群
と
し
て
成
立
し
て
い
る
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
内
容
的
に
当
時
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
と

は
い
え
、
後
日
成
立
し
た
資
料
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
で
は
慎
重
を
期
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

歴
史
研
究
に
用
い
る
「
史
料
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
成
立
が
当
時
か
ら
し
ば
ら
く
時

間
を
経
た
時
期
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
史
料
批
判
を
受
け
た
う
え
で
、
内
容
的
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
と
齟
齬
を
生
じ
て
い
な
い
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
利
用
す
る
こ
と
は
特
段
問
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題
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
原
本
を
コ
ピ
ー
し
た
複
写
物

や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
に
よ
る
電
子
画
像
を
利
用
し
て
、
歴
史
研
究
を
お
こ
な
う

こ
と
は
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
記
述
さ
れ
た
り
、
描
画
さ
れ
た
り
し
た

内
容
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
モ
ノ
そ
の
も
の
の
価
値
の
位
置
づ
け
を
お
こ
な

う
博
物
館
等
の
施
設
に
お
い
て
は
、
外
形
や
内
容
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
れ
ら
が
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
か
、
誰
が
使
っ
て
い
た
も
の
な

の
か
、
誰
が
所
持
し
て
い
た
も
の
な
の
か
と
い
っ
た
個
々
の
資
料
が
持
つ
属
性
の
違

い
に
も
、
十
分
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
斎
藤
拙
堂
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
《
魯
西
亜
紀
略
》
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

天
保
八
年
に
版
行
さ
れ
た
原
本
を
「
斎
藤
拙
堂
著
《
魯
西
亜
紀
略
》
天
保
八
年
刊
」

と
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
何
ら
問
題
は
な
い
が
、「
阿
部
家
資
料
」
に

含
ま
れ
る
《
魯
西
亜
紀
略
》
は
、
天
保
八
年
の
版
本
で
は
な
く
、
天
保
八
年
以
降
石

川
和
助
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
確
に
は
制
作
者
は
石
川
和
助

で
あ
り
、
成
立
年
は
天
保
八
年
以
降
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斎
藤
拙
堂
の
《
魯

西
亜
紀
略
》
と
し
て
、
目
録
に
記
載
し
た
り
展
示
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
こ
の
資
料

を
正
し
く
紹
介
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
実
際
の
制
作
者
や
成
立
年
を
示
す

べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
様
に
《
海
防
不
行
届
之
件
》
に
つ
い
て
も
、
作
者

不
詳
、
成
立
年
代
は
「
明
治
時
代
中
期
」
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

個
々
の
資
料
の
も
つ
属
性
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

た
う
え
で
、
資
料
に
対
峙
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
視
角
は
、
博
物
館
資

料
論
に
お
け
る
問
題
と
し
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
（
）
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
時
代
も
含
め
、「
阿
部
家
資
料
」
中
の
「
別
段
風
説
書
」
に
関
す
る

主
た
る
研
究
成
果
は
、
金
井
圓
「
嘉
永
（
（
１
８
５
２
）
年
の
和
蘭
別
段
風
説
書
に
つ
い
て
」

（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
一
三
巻
二
号
）、
松
方
冬
子
『
別
段
風
説
書
が
語
る
（（
世
紀
―
翻
訳
と
研

究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
を
始
め
と
す
る
一
連
の
業
績
、
な
ら
び
に
、
嶋
村

元
宏
「〈
史
料
紹
介
〉
阿
部
家
旧
蔵
『
別
段
風
説
書
』
に
つ
い
て
―
ペ
リ
ー
来
航
前
夜
の
世
界

情
勢
―
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
―
人
文
科
学
―
』
第
二
一
号
）
が
あ
る
。
な
お
、

は
じ
め
て
「
別
段
風
説
書
」
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
安
岡
昭
男
は
、
阿
部
家
で
所
蔵
し
て

い
た
時
代
に
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
「
和
蘭
別
段
風
説
書
と
そ
の
内
容
」（『
法
政
大
学

文
学
部
紀
要
』
一
六
号
）
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
（
）
阿
部
正
道
「
近
海
見
分
之
図
」
に
つ
い
て
―
―
幕
末
の
江
戸
近
海
の
海
防
―
―
」（『
三
浦
古

文
化
』
第
五
号
）、
岩
壁
義
光
「
阿
部
家
資
料
「
馬
蹄
鉄
進
上
」
に
つ
い
て
」（『
神
奈
川
県
立

博
物
館
研
究
報
告
―
人
文
科
学
―
』
第
一
七
号
）、
國
雄
行
「
阿
部
正
弘
旧
蔵
本
『
英
国
侵
犯

事
略
並
和
解
』
に
つ
い
て
」（『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
―
人
文
科
学
―
』
第
一
八
号
）。

（
3
）
文
久
二
年
に
阿
部
正
外
が
広
島
を
経
て
福
山
へ
移
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
廃
藩
置
県
に
よ
り

阿
部
正
桓
が
東
京
へ
戻
っ
て
お
り
、
江
戸
と
福
山
と
を
往
復
し
た
も
の
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
品
で
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。

（
（
）『
東
京
阿
部
家
文
書
目
録
』（
福
山
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
九
年
）。
な
お
、
福
山
市
へ
移
さ

れ
る
ま
で
に
、
東
京
に
お
い
て
ご
所
蔵
者
で
あ
っ
た
阿
部
正
道
氏
に
よ
っ
て
生
前
に
整
理
さ

れ
て
お
り
、
本
目
録
に
お
け
る
資
料
番
号
は
、
阿
部
正
道
氏
に
よ
っ
て
振
ら
れ
て
い
た
収
蔵

番
号
を
「
阿
部
家
番
号
」
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

（
（
）
同
前
、「
ご
あ
い
さ
つ
」・「
凡
例
」（
い
ず
れ
も
ノ
ン
ブ
ル
な
し
）。

（
（
）
二
〇
一
八
年
三
月
ま
で
に
、
文
書
編
が
（
一
）
～
（
八
）
ま
で
と
工
芸
編
が
発
行
さ
れ
て
い

る
。

（
7
）
福
山
誠
之
館
同
窓
会
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
、
同
Ｈ
Ｐ
（http://wp（.fuchu.jp/~sei-dou/

）

（
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
七
日
閲
覧
）
参
照
。

（
8
）
北
海
道
立
文
書
館
Ｈ
Ｐ
（http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/mnj/d/guide/b/a/

abeke.htm
）（
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
七
日
閲
覧
）。
に
よ
れ
ば
、
寛
政
二
年
か
ら
明
治
五
年
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ま
で
の
原
資
料
一
三
四
点
、
複
製
の
み
の
資
料
一
七
点
が
寄
託
さ
れ
て
お
り
、「
阿
部
家
文
書
」

と
し
て
収
蔵
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
図
史
料
を
始
め
、
文
書
資
料
の
一
部
は
デ
ジ

タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
（
）
前
掲
、『
東
京
阿
部
家
文
書
目
録
』「
凡
例
」。

（
（0
）
阿
部
正
道
氏
は
、
神
奈
川
県
立
鎌
倉
高
等
学
校
教
員
を
経
て
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
設
立
準

備
室
へ
移
り
、
開
館
後
も
学
芸
員
と
し
て
在
職
し
、
定
年
を
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
神
奈
川
県

立
博
物
館
と
の
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
こ
と
も
、
伝
来
品
を
移
譲
す
る
要
因
の
一
つ
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
）
こ
れ
ら
の
絵
は
、
様
々
な
ル
ー
ト
で
伝
写
さ
れ
、
一
枚
物
の
み
な
ら
ず
、
冊
子
本
や
巻
子
本

に
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
阿
部
家
資
料
に
含
ま
れ
る
よ

う
な
大
型
の
絵
は
、「
弘
化
三
年
相
州
野
比
沖
渡
来
軍
艦
並
人
物
図
」（
川
越
市
博
物
館
所
蔵
）

の
ほ
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
資
料
は
、
コ
ロ
ン
バ
ス
号
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ス
号
、
ビ
ッ
ド

ル
を
始
め
と
す
る
人
物
図
の
三
枚
の
絵
か
ら
な
り
、
一
九
〇
八
年
一
〇
月
一
八
日
か
ら
二
四

日
に
か
け
て
、
横
浜
開
港
か
ら
五
〇
年
を
記
念
し
て
来
航
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
艦
の
入
港
記
念

ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
（『
ペ
リ
ー
来
航
一
五
〇
年
記
念　

黒
船
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博

物
館
、
二
〇
〇
三
年
、
一
〇
三
頁
）。

（
（（
）
西
村
直
城
に
よ
る
資
料
解
説
（『
阿
部
正
弘
と
日
米
和
親
条
約
』
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示

図
録
、
第
三
一
冊
、
二
〇
〇
四
年
）
五
七
頁
。

（
（3
）
石
川
和
助
は
、
阿
部
正
弘
の
死
後
も
歴
代
藩
主
に
仕
え
て
い
る
。
安
政
五
年
に
は
、
藩
主
阿

部
正
教
の
侍
講
と
な
り
、
正
教
亡
き
後
の
文
久
二
年
に
は
正
外
に
従
い
広
島
へ
、
そ
し
て
慶

応
二
年
に
福
山
へ
移
っ
て
い
る
。
明
治
元
年
に
阿
部
正
桓
の
執
政
と
な
り
、
明
治
四
年
の
廃

藩
置
県
に
よ
り
正
桓
が
東
京
へ
移
る
と
、
翌
年
に
は
正
桓
の
命
に
よ
り
東
京
へ
移
り
、
死
去

す
る
前
年
に
当
た
る
明
治
八
年
ま
で
家
政
と
し
て
圓
山
で
生
活
を
し
て
い
る
。

（
（（
）
安
岡
昭
男
「
和
蘭
別
段
風
説
書
に
つ
い
て
」（『
蘭
研
資
料
研
究
会　

研
究
報
告
』
第
三
〇
六

号
）
六
頁
。
な
お
、《
別
段
風
説
書
》
全
体
に
つ
い
て
は
、
風
説
所
研
究
会
編
『
オ
ラ
ン
ダ
別

段
風
説
書
集
成
』（「
青
山
学
院
大
学
総
合
研
究
叢
書
」
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
三
月
）

を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
朱
書
き
の
意
図
に
つ
い
て
は
、
嶋
村
元
宏
「《
別
段
風
説
書
》
は
い

か
に
参
照
さ
れ
た
か
―
―
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
「
阿
部
家
資
料
」
を
事
例
と
し
て

―
―
」（
前
掲
、『
オ
ラ
ン
ダ
別
段
風
説
書
集
成
』
所
収
）
で
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
本
稿
で

は
そ
の
一
部
を
敷
衍
し
て
い
る
。

（
（（
）
浜
野
省
吾
『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』（
吉
川
半
七
、
明
治
三
二
年
）、「
引
用
書
目
」

三
頁
。

（
（（
）「
懐
旧
紀
事
編
纂
資
料
」（『
東
京
阿
部
家
文
書
』
阿
部
家
資
料
番
号
一
五
六
）
福
山
市
所
蔵
。

（
（7
）
前
掲
、『
懐
旧
紀
事　

阿
部
伊
勢
守
事
蹟
』
巻
頭
口
絵
。

（
（8
）
同
前
、
二
九
五
頁
。
な
お
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
以
下
同
じ
。

（
（（
）
同
前
、
二
九
五
―
二
九
六
頁
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
「
ペ
リ
ー
来
航
関
係
画
像
資
料
の
史
料
批
判
的

研
究
」（
J
S
P
S
科
研
費
J
P
1
8
5
2
0
4
8
4
）
の
成
果
の
一
部
を
も
と
に
し

て
い
る
。
当
該
研
究
で
は
、
ペ
リ
ー
来
航
に
関
わ
る
画
像
資
料
を
主
た
る
対
象
と
し
、

来
歴
を
中
心
と
し
た
史
料
批
判
を
お
こ
な
っ
て
い
く
中
で
、
後
年
に
原
本
か
ら
の
伝

写
に
よ
っ
て
成
立
し
た
画
像
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
蔵
先
に
お
い
て
は
ペ
リ

ー
が
来
航
し
た
嘉
永
六
年
あ
る
い
は
嘉
永
七
年
を
制
作
年
と
し
て
整
理
・
保
管
さ
れ

て
い
る
資
料
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
稿
は
、
そ
こ
で
用
い
た
研
究

手
法
を
、
資
料
群
の
成
立
過
程
を
把
握
す
る
た
め
に
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
掲
載
し
た
画
像
の
撮
影
・
整
理
に
当
た
り
、
当
館
学
芸
部
中
村
茉
貴
氏
の

協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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